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［成果情報名］飼料品質判定のためのｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽｻｲﾚｰｼﾞの乾物摂取量推定法

［要約］ｲﾀﾘﾝﾗｲｸﾞﾗｽｻｲﾚｰｼﾞ中の繊維成分含量（DM%）を変数とした多次式により乾物摂取量

（DMI/LBW:%)が推定でき、摂取量の多少を判断できる。
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［背景・ねらい］

現在、飼料作物の品質評価は飼料成分含量や栄養価等を基に行われている。

反すう家畜の生産能力が高まった今日、刈り遅れ等による繊維成分含量が高い粗飼料は

飼料摂取量の抑制要因となることがあるので、飼料作物の品質評価においても乾物摂取量

は重要な指標となりつつある。

そこで、主要な自給粗飼料であるイタリアンライグラスサイレージについて、乾物摂取

量の多少を判断する方法を開発する。

［成果の内容・特徴］

１．乾物摂取量と低消化性繊維（Ob 、酸性デタージェント繊維（ADF 、総繊維（OCW）お） ）

よび中性デタージェント繊維（NDF）含量の間には、-0.9以上の高い相関が認められる（表

１ 。）

２．イタリアンライグラスサイレージ中の繊維成分含量が高くなると、乾物摂取量はゆる

やかな曲線状に減少する。この乾物摂取量の変化はADF等、繊維成分含量を変数とした多次

式により、よく表すことができる（図１、表２ 。）

３．ADF、OCW、ObまたはNDF含量、いずれの繊維成分を変数としても、乾物摂取量の推定精

度（Ｒ :0.9以上）は高いが、ADF含量を用いた式が最も精度が高い（表３ 。２ ）

４．表３に示した式を活用することにより、イタリアンライグラスサイレージの乾物摂取

量の多少を判断することができる。

［成果の活用面・留意点］

１．サイレージ共励会における順位付け、農家指導等に活用する。

２．表３の回帰式は緬羊を用いて求めたもので、飼料品質を判断するためのものであり、

牛の乾物摂取量を推定するものではない。

３．ADF含量の化学分析値が無い場合には、表３－②～④式の中から選択して使用する。

４．福岡県が行っている「飼料成分診断：フォーレージ・テスト」の分析結果を利用する

場合は、近赤外分析計のOb分析精度が高いので、分析結果通知書のOb値と表３－③式を用

いるとよい。



［具体的データ］

表１．乾物摂取量と各種飼料成分の相関係数

飼料成分 相関係数 飼料成分 相関係数

低消化性繊維（Ob） -0.9664 中性ﾃﾞﾀｰｼﾞｪﾝﾄ繊維（NDF） -0.9104
酸性ﾃﾞﾀｰｼﾞｪﾝﾄ繊維（ADF） -0.9495 粗繊維（CF） -0.6956
総繊維（OCW） -0.9458 高消化性繊維（Oa） 0.5974

注）乾物摂取量の単位:生体重に対する乾物摂取重量の比率:DMI/LBW（%）

図１．ＡＤＦ含量と乾物摂取量の関係

表２．ＡＤＦ含量（Ｘ）を変数とした乾物摂取量（Ｙ）の各種回帰式

回帰式の種類 回 帰 式 相関係数 ＳＥ SE/RENGE

多次近似 Ｙ＝-0.004Ｘ +0.199Ｘ+0.472 Ｒ :0.9552 0.12 7.45２ ２

線形近似 Ｙ＝-0.080Ｘ +5.290 Ｒ :0.9016 0.17 10.56２

対数近似 Ｙ＝-0.760Ｌｎ（Ｘ）+12.23 Ｒ :0.8680 0.20 12.42２

注）SE：標準誤差 SE/RENGE：乾物摂取量の範囲に対する標準誤差の比率（％）

表３．各種繊維成分含量(DM:%)を変数とした乾物摂取量(DMI/LBW:%)の回帰式

回 帰 式 相関係数 ＳＥ SE/RENGE

①DMI/LBW(%)＝-0.004ADF +0.199ADF+0.472 Ｒ :0.9552 0.12 7.45２ ２

②DMI/LBW(%)＝-0.001OCW +0.116OCW+0.556 Ｒ :0.9492 0.13 8.07２ ２

③DMI/LBW(%)＝-0.001 Ob -0.008 Ob+3.406 Ｒ :0.9432 0.13 8.07２ ２

④DMI/LBW(%)＝-0.002NDF +0.151NDF-0.186 Ｒ :0.9388 0.16 9.94２ ２

注）SE：標準誤差 SE/RENGE：乾物摂取量の範囲に対する標準誤差の比率（％）
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